
２００３年１２月アルゼンチンの経済情勢 

２００４年１月作成 

在アルゼンチン大使館 

 

１．概況 

 亜経済は、輸出の好調にも支えられて、物価や為替の安定が続き、回復傾向が続いてい

る。ＩＮＤＥＣより発表された２００３年第３四半期のＧＤＰ成長率は右を裏付けるもの

であった。一方、対民間債務の再編交渉においては、債権者グループから亜政府による再

編案への対抗案が発表された他、主要な債権者グループが互いに連携をとり始めるなど、

新たな動きが見られた。 

 

２．経済の主な動き 

（１）対民間債務の再編交渉 

 ３日、ニューヨークにおいて、欧米の機関投資家グループであるアルゼンチン債券保有

者委員会（ＡＢＣ）は、ニールセン金融長官と会談し、亜政府による対民間債務再編案に

対する対抗案を発表した。対抗案は、元本削減率を３５％、最長支払期間を３０年、累積

金利の５％を２００４年に現金で支払い、残り９５％を償還期限２０１８年の債券で支払

うなどを柱としている。会談には、伊の債権者グループＴＦＡや独の債権者グループＡＢ

ＲＡなども同席したが、ＡＢＣの提案に対して好感を持ちつつも、他のメンバーの意見を

聞く必要があるとして署名はしなかった。各地の債権者グループは、互いに連携をとり、

結束を強めつつある。 

一方、２６日、亜経済省は、ブエノスアイレス、ワシントン、東京、フランクフルト、

ローマ、ロンドンの各地において１月１２日より民間の債券所有者の登録を行う旨を発表

した。これについて、債券所有者の間では、亜政府は既に債権者について十分な情報を持

っており、今回の登録は債務再編交渉をさらに遅らせようとする戦略であるとして、亜政

府への反発を強めている。 

（２）国際金融機関との関係 

ＩＭＦと９月に合意した中期プログラムの第１回目のレビューを行うため、２１日より

再度ＩＭＦミッションが訪亜した。ＩＭＦは、対民間債務の再編交渉など、亜政府の構造

改革への取り組みが遅れていることを問題視しているとされる。 

１７日、ＩＤＢ理事会は、亜に対して社会対策向けの４億ドルの緊急融資の実行を承認

した。 

（３）２００３年第３四半期ＧＤＰの発表 

 １９日、ＩＮＤＥＣより２００３年第３四半期のＧＤＰが発表され、対前年同期比で

9.8％増と３四半期連続でプラス成長となった。また、２００３年に入って第３四半期まで

の累計では、対前年同期比で 7.7％増となった。産業部門別で見ると、製造業（対前年同

期比＋16.9％）、建設業（同＋40.3％）をはじめとした財生産部門が対前年同期比 15.9％

と大きく増加したものの、金融（同－16.8％）が依然として大きく落ち込んだサービス部



門は同 4.8％の伸びにとどまった。 

 

３．経済指標の動向 

（１）金融 

 中銀は為替市場において積極的なドル買いを行っており、外貨準備は 140 億ドルを超え

るまで増加し、マネタリーベースも増えている。引き続き、証券市場への投資は活発で、

メルバル指数は 1,000 ポイントを超えるまで上昇した。 

（２）税収 

 １２月の税収は対前年同月比で 40.3％増の 6,752 百万ペソとなった。輸出課徴金、所得

税や付加価値税の増収に加えて、徴税強化による効果も出てきている。2003 年の年間税収

は 72,275 百万ペソで対前年比 43.2％増であった。 

（３）産業動向 

（イ）小売（１１月） 

 スーパーマーケット売上高は対前年同月比 6.6％の増加、ショッピングセンター売上高

は同 34.0％の増加となった。販売数量も対前年同月比で増加が続いており、消費の回復傾

向が窺える。 

（ロ）建設活動指数（１１月） 

 建設活動指数は、対前月比で 2.6％、対前年同月比では 43.8％の増加となり、順調な回

復傾向が続いている。 

（ハ）工業生産指数（１１月） 

 工業生産指数（ＥＭＩ）は、対前月比で 3.7％の増加、対前年同月比でも 18.4％の増加

となった。分野別に見ると、輸入代替が進んでいる繊維や、建設業の回復を背景としたセ

メント、自動車の生産等が大きく増加している。 

（４）物価 

 １２月の消費者物価指数は 0.2％の上昇で、2003 年の年間の上昇率は 3.7％にとどまっ

た。一方、2003 年の卸売物価指数は 2.0％の上昇、輸入卸売物価指数はドルレートの安定

により 11.4％の減少となった。 

（５）雇用（１１月） 

 労働省の発表によるブエノスアイレス圏、コルドバ圏、ロサリオ圏の雇用状況をみると、

雇用水準は三大圏全てで伸びており、改善が見られる。一方、ＩＮＤＥＣより、１０月時

点の失業率が前回調査の５月比で 1.3 ポイント改善し 14.3％と発表された。 

（６）貿易収支（１１月） 

 １１月の貿易収支は、10.8 億ドルと大幅な黒字が続いている。輸出先として、中国の伸

びが著しい一方、輸出品に占める大豆の割合が増加してきている。また、対メルコスール

では輸入超過が続いている。 






















